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今、日本で対応が必要な耐性菌

神戸大学医学部附属病院
感染制御部
吉田弘之

耐性とは

広義；その薬剤に抵抗性を示すか、

効果が期待できない。

本来感受性のある抗菌薬が効かなくなること。

①① MRSAMRSA
②② VRSAVRSA
③③ PRSPPRSP
④④ VREVRE

a)a) PABLPABL

c)c) KOXYKOXY

薬剤薬剤耐性菌の略語耐性菌の略語

b)b) KPCKPC

d)d) NDMNDM--11
)) MRABMRAB

④④ VV

⑦⑦ MDRPMDRP
⑥⑥ MBLMBL
⑤⑤ ESBLESBL

⑧⑧ BLNARBLNAR
⑨⑨ MDRTBMDRTB

g)g) XDRXDR--TBTB
f)f) MRMPMRMP

h)h) PRGBSPRGBS
ii)) PPNGPPNG（（MDRNGMDRNG））

e)e) MRABMRAB

WHO の感染対策

• Emerging infection
新興感染症

• Reemerging infection
再興感染症

• Drug resistant infection
薬剤耐性菌感染症

多剤耐性菌の定義（ＣＤＣ）

• Staphylococcus aureus (MRSA)
• Enterococcus spp.(VRE)
• Enterobacter cloacae
• Escherichia coli etc (ESBLs)• Escherichia coli  etc.(ESBLs) 
• Acinetobacter baumannii
• Burkholderia cepacia
• Stenotrophomonas maltophilia
• Ralstonia pickettii
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日本では
ところがアメリカでは

日本における耐性菌の認識菌種日本における耐性菌の認識菌種

メチシリン耐性黄色ブドウ球菌（メチシリン耐性黄色ブドウ球菌（MRSAMRSA））

バンコマイシン耐性黄色ブドウ球菌（バンコマイシン耐性黄色ブドウ球菌（VRSAVRSA））

バンコマイシン耐性腸球菌（バンコマイシン耐性腸球菌（VREVRE））

ペニシリン耐性肺炎球菌（ペニシリン耐性肺炎球菌（PRSPPRSP））ペニシリン耐性肺炎球菌（ペニシリン耐性肺炎球菌（PRSPPRSP））

基質拡張型基質拡張型ββ--ラクタマーゼ産生菌（ラクタマーゼ産生菌（ESBLESBL））

メタロメタロββラクタマーゼ産生菌（ラクタマーゼ産生菌（MBLMBL））

多剤耐性緑膿菌（多剤耐性緑膿菌（MDRPMDRP））

VREVRE バンコマイシン耐性腸球菌バンコマイシン耐性腸球菌

MRSAMRSA メチシリン耐性黄色ブドウ球菌メチシリン耐性黄色ブドウ球菌

MRSEMRSE メチシリン耐性表皮ブドウ球菌メチシリン耐性表皮ブドウ球菌

MRCNSMRCNS メチシリン耐性コアグラーゼ陰性ブドウ球菌メチシリン耐性コアグラーゼ陰性ブドウ球菌

VRSAVRSA バンコマイシン耐性黄色ブドウ球菌バンコマイシン耐性黄色ブドウ球菌

GISAGISA グリコペプタイド系薬中等度耐性黄色ブドウ球菌グリコペプタイド系薬中等度耐性黄色ブドウ球菌

PISPPISP ペニシリン中等度耐性肺炎球菌ペニシリン中等度耐性肺炎球菌

略語略語 名名 称称
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PRSPPRSP ペニシリン耐性性肺炎球菌ペニシリン耐性性肺炎球菌

BLNARBLNAR ββラクタマー非産生アンピシリン耐性インフルエンザ菌ラクタマー非産生アンピシリン耐性インフルエンザ菌

ESBLESBL 基質拡張型基質拡張型ββラクタマーゼ産生グラム陰性桿菌ラクタマーゼ産生グラム陰性桿菌

PABLPABL プラスミド関連プラスミド関連AmpCβAmpCβラクタマーゼ産生菌ラクタマーゼ産生菌

MBLMBL メタロメタロββラクタマーゼ産生グラム陰性桿菌ラクタマーゼ産生グラム陰性桿菌

MDRPMDRP 多剤耐性緑膿菌多剤耐性緑膿菌

1010～～3030％％
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ごく稀ごく稀
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VREVRE

薬剤耐性菌薬剤耐性菌

MRSAMRSA
PRSPPRSP

BLNARBLNAR

ESBLESBL

PABLPABL

VRSAVRSA

MDRNGMDRNG

MBLMBL

MDRPMDRP 院
内
感
染

院
内
感
染

感
染
症
法

感
染
症
法

クロストリジウムクロストリジウム
ToxinA/BToxinA/B

ノロウイルスノロウイルス

Bacillus cereusBacillus cereus

麻疹麻疹

VRSAVRSA

MDRTBMDRTB

結核菌結核菌

HBSHBS

HCVHCV

水痘水痘

チフスチフス

赤痢赤痢

OO--157157

MBLMBL

市中感染型MRSA
（CA-MRSA： community-acquired MRSA ）

・重篤な軟部組織感染症や壊死性肺炎を生じ、健常な若
者でも致死的となる

・米国、英国、フランス、スイス、オーストラリアなどで多数報告。・米国、英国、フランス、スイス、オーストラリアなどで多数報告。
アジアでも問題が拡大しているアジアでも問題が拡大している

⇔ HA-MRSA ： hospital-acquired MRSA 
・・CACA--MRSAMRSA感染症は感染症は19811981年に年にCDCCDCが初めて報告が初めて報告

者でも致死的となる

・刑務所収容者、スポーツチーム、学校、ヘルスクラブ、男性同性愛者・刑務所収容者、スポーツチーム、学校、ヘルスクラブ、男性同性愛者

のようなのようなコミュニティー内で起こっているコミュニティー内で起こっている

・・PantonPanton--Valentine Valentine LeukocidinLeukocidin (PVL)(PVL)を産生するを産生する

・・IVIV型型,V,V型のメチシリン耐性遺伝子領域（型のメチシリン耐性遺伝子領域（SCCSCCmecmec）をもつ）をもつ
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VRE VRE 
（バンコマイシン耐性腸球菌（バンコマイシン耐性腸球菌））

（（vvancomycinancomycin--rresistantesistant eenterococcinterococci））

腸球菌は腸球菌はヒトの消化管や膣に常在し、糞便から検出ヒトの消化管や膣に常在し、糞便から検出される。される。

保菌は消化管。保菌は消化管。

易易感染患者には尿路感染症、創部感染、敗血症など感染患者には尿路感染症、創部感染、敗血症など
の日和見感染を起こすの日和見感染を起こす

◎◎ 報告の基準報告の基準

11））VanAVanA、、VanBVanB型型
●病原体の検出●病原体の検出

血液、腹水等無菌的な材料からの分離血液、腹水等無菌的な材料からの分離

（当面は便、尿からの保菌も含む）（当面は便、尿からの保菌も含む）

●検査室判断基準●検査室判断基準

VREVRE感染症は５類、全数把握の対象・・診断から感染症は５類、全数把握の対象・・診断から11週間以内に届出週間以内に届出

感染症法による届出基準感染症法による届出基準

●検査室判断基準●検査室判断基準

VCM MICVCM MIC値値≧≧1616㎍㎍/ml/mlあるいはあるいはvanAvanA、、 vanBvanB遺伝子遺伝子
の検の検出出

22））VanCVanC型型
血液、腹水等の無菌的材料から分離し、血液、腹水等の無菌的材料から分離し、vanCvanC遺伝子遺伝子

が検が検出されたもの出されたもの

ESBLESBL産生菌の確認方法産生菌の確認方法

DDSTDDST（陰性）（陰性）DDSTDDST（陽性）（陽性）

同定菌名：同定菌名：

E.coliE.coli
KlebsiellaKlebsiella sp.sp.
P.mirabilisP.mirabilis

感受性：感受性：

CPDX≧2μg/ml CPDX≧2μg/ml 
oror

CEZ≧16μg/mlCEZ≧16μg/ml

DDST DDST ダブルディスクシナジーテストダブルディスクシナジーテスト））

E.coliE.coli
KlebsiellaKlebsiella sp.sp.
P.mirabilisP.mirabilis

でで

RR

RR

RR

RR

ABPCABPC ビクシリンビクシリン

PIPCPIPC ペントシリンペントシリン

CEZCEZ セファメジンセファメジン

CTMCTM パンスポリンパンスポリン

CTXCAZ

CTRXCPDX

CFPMAZT
A/C

矢印の様な阻害帯矢印の様な阻害帯が見られればが見られればESBLESBL産生菌と産生菌と
判断。判断。

DDSTDDST（陰性）（陰性）DDSTDDST（陽性）（陽性）

阻害帯なし

RR

RR

RR

SS

RR

SS

CTMCTM リリ

CTXCTX セフォタックスセフォタックス

CFPMCFPM マキシピームマキシピーム

CMZCMZ セフメタゾンセフメタゾン

AZTAZT アザクタムアザクタム

IPMIPM チエナムチエナム

メタロメタロββラクタマーゼラクタマーゼ

ββ--ラクタマーゼの種類ラクタマーゼの種類

ClassClassAA ClassClassCC ClassClassDD ClassClassBB

ββ--ラクタマーゼラクタマーゼ

セリンセリンββ--ラクタマーゼラクタマーゼ メタロメタロββ--ラクタマーゼラクタマーゼ

ClassClassAA ClassClassCC ClassClassDD ClassClassBB

ペニシリペニシリ
ナーゼナーゼ

セファロスセファロス
ポリナーゼポリナーゼ

OXAOXA型型

カルバペネマーゼカルバペネマーゼ

染色体染色体 プラスミドプラスミド 染色体染色体 プラスミドプラスミド 染色体染色体 プラスミドプラスミド

ESBLESBL

KPCKPC

E.cloacaeE.cloacae
C.freundiiC.freundii
S.marcescensS.marcescens
M.morganiiM.morganiiなどなど

PABLPABL S.maltophiliaS.maltophilia
B.cereusB.cereusなどなど

MBLMBL

（（NDMNDM--11））

K.pneumoniaeK.pneumoniae
K.oxytocaK.oxytocaなどなど

◆◆染色体上染色体上に遺伝子が存在する細菌に遺伝子が存在する細菌

メタロメタロββラクタマーゼ産生菌ラクタマーゼ産生菌

StenotrophomonasStenotrophomonas maltophiliamaltophilia、、 Bacillus cereusBacillus cereus、、
AeromonasAeromonas hydrophilahydrophila、、ChryseobacteriumChryseobacterium indlogenesindlogenes 、、

ChryseobacteriumChryseobacterium meningosepticummeningosepticum・・・・・・

◆◆プラスミド上プラスミド上に遺伝子が存在する細菌に遺伝子が存在する細菌・・・・・・感染対策が必要感染対策が必要

腸内細菌腸内細菌

E h i hi liE h i hi li Kl b i llKl b i ll ii Kl b i llKl b i llEscherichia coliEscherichia coli、、KlebsiellaKlebsiella pneumoniaepneumoniae、、KlebsiellaKlebsiella oxytocaoxytoca、、

SerratiaSerratia marcescensmarcescens、、EnterobacterEnterobacter cloacaecloacae、、EnterobacterEnterobacter
aerogenesaerogenes、、CitrobacterCitrobacter freundiifreundii、、ProvidenciaProvidencia rettgerirettgeri、、
MorganellaMorganella morganiimorganii

ブドウ糖非発酵菌ブドウ糖非発酵菌

Pseudomonas Pseudomonas aeruginosaaeruginosa、、Pseudomonas Pseudomonas putidaputida、、

AcinetobacterAcinetobacter baumanniibaumannii、、BurkholderiaBurkholderia cepaciacepacia、、

AchromobacterAchromobacter xylosoxidansxylosoxidans、、AlcaligenesAlcaligenes faecalisfaecalis・・・・・・
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KlebsiellaKlebsiella pneumoniaepneumoniae CarbapenemaseCarbapenemase
（（KPCKPC））

19961996年に米国ノースカロライナ州から、年に米国ノースカロライナ州から、 ICAREICAREサーベイラサーベイラ

ンスプログラムの結果、最初の分離株が報告された。このンスプログラムの結果、最初の分離株が報告された。この

酵素はもともと酵素はもともとKlebsiellaKlebsiella pneumoniaepneumoniaeややE.coliE.coli から分離さから分離さ

れていたものであったが、れていたものであったが、腸内細菌科のグラム陰性桿菌か腸内細菌科のグラム陰性桿菌か

らも分離されているらも分離されている。。

KPCKPCはクラスはクラスAβAβ--ラクタマーゼに分類される。プラスミドラクタマーゼに分類される。プラスミド
によって伝達され、によって伝達され、ββラクタム系薬全てを分解する。ラクタム系薬全てを分解する。

確認試験と確認試験としてはしてはClinical and Laboratory Standards Institute Clinical and Laboratory Standards Institute 
（（CLSICLSI））より変法より変法 Hodge testHodge testが推奨されている。が推奨されている。

NDM－1産生腸内細菌

20092009年年にインドから帰国したスェーデン人からはじめて分離されたにインドから帰国したスェーデン人からはじめて分離された
（（Antimicrob Agents Chemother 53:5046Antimicrob Agents Chemother 53:5046--54, 200954, 2009））

NDMNDM--11の名前の由来は、の名前の由来は、ニューデリーニューデリーで分離されたで分離されたメタロメタロββラクタラクタ
マーゼマーゼ（（NNew ew DDelhi elhi mmetalloetallo--ββ--lactamaselactamase--11））

NDMNDM--11（ニューデリーメタロ（ニューデリーメタロββラクタマーゼ）ラクタマーゼ）--①①

★

★

インド、パキスタン、米国、オーストラリア、カナダ、ベルギー、バインド、パキスタン、米国、オーストラリア、カナダ、ベルギー、バ
ングラディッシュ、香港、シンガポール、カナダ、ケニア、フランス、ングラディッシュ、香港、シンガポール、カナダ、ケニア、フランス、
ドイツなどでも分離が報告されているドイツなどでも分離が報告されている

インドに旅行した人が持ち込んだと思われるインドに旅行した人が持ち込んだと思われるNDMNDM--11産生菌がイギリス産生菌がイギリス
国内で拡散し、大きな社会問題となった国内で拡散し、大きな社会問題となった

★

★

国内では国内では22例報告例報告（（11例は国内発生？）例は国内発生？）★

1）この酵素を産生する菌が大腸菌や肺炎桿菌から分離
されている。
2）これまでのメタロβラクタマーゼ産生菌は、主に緑膿菌

やアシネトバクターなどの日和見細菌に認められていた

NDM‐1産生菌の重要なポイント

やアシネトバクタ などの日和見細菌に認められていた。
3）大腸菌や肺炎桿菌はこれら日和見細菌に比べ病原性

が高く、市中の免疫能が保たれた患者の感染症の起因
菌としてしばしば分離される。
4）大腸菌や肺炎桿菌は腸内細菌としてヒトの腸管内に
常在している。

NDM‐1産生菌が院内だけでなく、市中感染と
して蔓延していくことが懸念されています。

MDRPMDRP（多剤耐性緑膿菌）（多剤耐性緑膿菌）

あらゆる薬剤耐性機構を同時に獲得した緑膿あらゆる薬剤耐性機構を同時に獲得した緑膿菌。菌。

（（mmultiulti--ddrug rug rresistant esistant PPseudomonas seudomonas aeruginosaaeruginosa））

感染症法における感染症法におけるMDRPMDRPの判定基準の判定基準

感染症法感染症法 ５類基幹定点５類基幹定点では以下の条件をすべて満たしでは以下の条件をすべて満たし

IPMIPM（チエナム）（チエナム） MICMIC ≧≧１６１６μg/mlμg/ml
&&

AMKAMK（アミカシン）（アミカシン） MICMIC ≧≧３２３２μg/mlμg/ml
&&

CPFXCPFX（シプロキサン）（シプロキサン） MICMIC ≧≧４４μg/mlμg/ml

感染症法感染症法 ５類基幹定点５類基幹定点では以下の条件をすべて満たしでは以下の条件をすべて満たし
た場合で、感染症の起因菌となった場合に報告がた場合で、感染症の起因菌となった場合に報告が必要。必要。


